
 レジ袋は1年間に日本で約300億枚（県民1人あたり約300枚）使われていると言われています。西部
地域でのレジ袋の使用により発生する二酸化炭素は、杉の木2,700本が吸収する量に匹敵します。 
 レジ袋を減らし、環境にやさしいライフスタイルをはじめましょう。 

鳥取県はレジ袋の削減に取り組む西部地域
の企業や消費者団体などとレジ袋の削減を
推進する協定を締結しました。 

 レジ袋は1年間に日本で約300億枚（県民1人あたり約300枚）使われていると言われています。西部
地域でのレジ袋の使用により発生する二酸化炭素は、杉の木2,700本が吸収する量に匹敵します。 
 不要なレジ袋は断り、環境にやさしいライフスタイルをはじめましょう。 

鳥取県 

☆鳥取県西部地域の2事業者6店舗で 

4月1日から新たにレジ袋の無料配布が

中止となります 

お買物時には、マイバッグをお忘れなく！ 


